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成年後見制度の概要とあゆみ１



成年後見制度とは？

誰のための？？・・・

認知症や知的障害、精神障害等で判断能力の不十分であるた

めに契約等の法律行為における意思決定が困難な人を対象に

しています。

何のための？？

財産管理や遺産分割協議、福祉・介護サービスの選択と決定、

契約等の法律行為を支える仕組みです。

©ともすプロジェクト

成年後見制度のテーマは 保護と支援

「自己決定の尊重」…本人の意思を尊重をしつつ決定を支援し
「現有能力の活用」…今ある能力を大切に使いながら
「ノーマライゼーション」…普通の生活を継続できるように



本人の判断能力が十分なうちに、
判断能力が低下した場合に備えて、
あらかじめ、誰に、何をお願いした
いかを決めておく制度。
公証役場で公正証書を作成する。

成年後見制度の概要

©ともすプロジェクト

任意後見制度

補助

保佐

後見

本人の判断能力が不十分になった
後、家庭裁判所に申立てを行い、
成年後見人等が選任される制度。
本人の判断能力によって、「補助」
「保佐」「後見」の３つの類型があ
る。
類型、本人の同意の状態によって、
後見人等に付与される権限が異な
る。

法定後見制度 判
断
能
力

十分

不十分

成
年
後
見
制
度

重要な財産行為について、自分で
できるかもしれないが、適切にで
きるかどうか危惧がある人

日常の買い物程度は自分ででき
るが、重要な財産行為は、自分で
は適切に行えず、常に他人の援助
を受ける必要がある人

通常は、日常の買い物も自分で
はできず、誰かに代わってやって
もらう必要がある人
ごく日常的な事柄（家族の名前、
自分の居場所等）が分からなく
なっている人
遷延性意識障害の状態にある人

利用者のイメージ

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

家庭裁判所の判断で、成年後見人等を監督
する成年後見監督人を選任することがある



◼身上保護と財産管理
•必要な医療・介護・福祉サービスが行われるよう、契約をして手
配し、サービスが適切に提供されているかどうか、チェックしたり
見直したります。（身上保護）

•必要な支払いを行います。不動産や動産の財産を適切に管理
します。（財産管理）

◼意思尊重義務、身上配慮義務
• ご本人の生活状況を確認し、意向を尊重しながら業務を行いま
す。

◼調査、計画、報告
•最初にご本人の財産状況を調査し、収支を計算して今後の業
務計画を立て家庭裁判所に報告します。

• さらに、業務の状況を1年に1度、家庭裁判所に報告します。

成年後見人等の仕事

©ともすプロジェクト



• 「措置から契約へ」という社会福祉基礎構造改革の流れの中で
契約を支援するシステムが必要となった

– 「介護保険制度の車の両輪」（平成12（2000）年）

• 行政処分として介護・福祉サービスを導入（措置）

 ↓

• 介護・福祉サービスが、自己選択、自己決定、自己責任の契約によって利用するサービスへ

本人保護
＋

ノーマライゼーション
自己決定の尊重
現有能力の活用

成年後見制度

本人保護

判断能力の低下のある人への契約支援システムが必要

日常生活自立支援事業・・・社会福祉協議会によるサービスとして誕生
成年後見制度・・・民法の禁治産制度・準禁治産制度を改正した司法制度

禁治産・準禁治産制度

平成5（1993）年障害者基本法改
正
平成7（1995）年障害者プラン
（ノーマライゼーション７か年戦略）

民
法
の
改
正

民法858条
成年後見人は、成年被後見人の生活、
療養看護及び財産の管理に関する事
務を行うに当たっては、成年被後見人
の意思を尊重し、かつ、その心身の状
態及び生活の状況に配慮しなければ
ならない。

任意後見制度（事前） と 法定後見制度（事後）
補助類型の創設
同意権・取消権の創設

成年後見制度の誕生



地域の需要に対応し

た成年後見制度の利

用の促進

成年後見制度の

利用に関する

体制の整備

成年後見制度の理念の尊重

①ノーマライゼーション

②自己決定権の尊重

③身上の保護の重視

基本理念

○基本方針に基づく施策を実施
するため必要な法制上・財政
上の措置

○成年被後見人等の権利制限に
係る関係法律の改正その他の
基本方針に基づく施策を実施
するために必要な法制上の措
置については、この法律の施
行後三年以内を目途として講
ずる

１ 国の責務
２ 地方公共団体の責務
３ 関係者の努力
４ 国民の努力
５ 関係機関等の相互の

連携

国等の責務

基本方針

１ 関係機関等におけ

る体制の充実強化

２ 関係機関等の相互

の緊密な連携の確保

法制上の措置等

施策の実施状況の公表（毎年）

１ 地域住民の需要に

応じた利用の促進

２ 地域において成年

後見人等となる人材

の確保

３ 成年後見等実施機

関の活動に対する支

援

１ 保佐及び補助の制度の利用を

促進する方策の検討

２ 成年被後見人等の権利制限に

係る制度の見直し

３ 成年被後見人等の医療等に係

る意思決定が困難な者への支

援等の検討

４ 成年被後見人等の死亡後にお

ける成年後見人等の事務の範

囲の見直し

５ 任意後見制度の積極的な活用

６ 国民に対する周知等

成年後見制度の利用の促進に関する法律①
（平成28年4月15日公布、5月13日施行）



成年後見制度の利用の促進に関する法律②
（平成28年4月15日公布、5月13日施行）

意見

１組織
会長：内閣総理大臣
委員：内閣官房長官、特命担当大臣

法務大臣、厚生労働大臣、
          総務大臣等
２所掌事務
① 基本計画案の作成
② 関係行政機関の調整
③ 施策の推進、実施状況の
  検証・評価等

成年後見制度利用促進会議

成年後見制度の利用の促進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を
図るため、「成年後見制度利用促進基本計画」を策定

基本計画
地方公共団体の措置

この法律は、公布の日から起算して１月を超えない範囲内において政令で定める日（H28.5.13)から施行する。
その他

体 制

都道府県の措置
○人材の育成
○必要な助言

市町村の措置

○国の基本計画を踏ま
えた計画の策定等

○合議制の機関の設置

援助

この法律の施行後２年以内の政令で定める日（H30.4.1)に、これ
らの組織を廃止し、新たに関係行政機関で組織する成年後見制度
利用促進会議及び有識者で組織する成年後見制度利用促進専門家
会議を設ける（両会議の庶務は厚生労働省に）。

○有識者で組織する。

○基本計画案の調査審議、施策
に関する重要事項の調査審議
、内閣総理大臣等への建議等
を行う。

成年後見制度利用促進委員会



○推進し、達成されるべきこと：

判断能力の問題により、自分らしい生活を送るうえで大切なこ
とを決め・主張し・実現できない高齢者・障害者の「権利擁護」と
「意思決定支援」

※ 成年後見制度（法定後見、任意後見）は、そのための 選
択肢・手段

（促進法第１条）この法律は、認知症、知的障害その他の精神上の障害が

あることにより財産の管理又は日常生活等に支障がある者を社会全体で支
え合うことが、高齢社会における喫緊の課題であり、かつ、共生社会の実現
に資すること及び成年後見制度がこれらの者を支える重要な手段であるに
もかかわらず十分に利用されていないことに鑑み、成年後見制度の利用の
促進について、その基本理念を定め、国の責務等を明らかにし、及び基本
方針その他の基本となる事項を定めるとともに、成年後見制度利用促進会
議及び成年後見制度利用促進委員会を設置すること等により、成年後見制
度の利用の促進に関する施策を総合的かつ計画的に推進することを目的と
する。

成年後見制度利用促進法の目的



第一期成年後見制度利用促進基本計画について

＜計画のポイント＞ ※計画対象期間：概ね５年間を念頭。市町村は国の計画を勘案して市町村計画を策定。

（１）利用者がメリットを実感できる制度・運用の改善
⇒財産管理のみならず、意思決定支援・身上保護も重視した適切な後見人の選任・交代
⇒本人の置かれた生活状況等を踏まえた診断内容について記載できる診断書の在り方の検討

（２）権利擁護支援の地域連携ネットワークづくり
⇒①制度の広報②制度利用の相談③制度利用促進（マッチング）④後見人支援等の機能を整備
⇒本人を見守る「チーム」、地域の専門職団体の協力体制（「協議会」）、コーディネートを行う
「中核機関（センター）」の整備

（３）不正防止の徹底と利用しやすさとの調和
⇒後見制度支援信託に並立・代替する新たな方策の検討 ※預貯金の払戻しに後見監督人等が関与

＜経緯＞

○H28．5 「成年後見制度の利用の促進に関する法律」施行

○H28．9 「成年後見制度利用促進会議」（会長：総理）より「成年後見制度利用促進委員会」に

                          意見を求める（基本計画の案に盛り込むべき事項について）

○H29．1 「委員会」意見取りまとめ

○H29．1～2 パブリックコメントの実施

○H29．3 「促進会議」にて「基本計画の案」を作成の上、閣議決定



第二期成年後見制度利用促進基本計画

～尊厳ある本人らしい生活の継続と

地域社会への参加を図る権利擁護支援の推進～

令和４年3月25日閣議決定

12



第二期基本計画では、
地域共生社会の実現という目的に向け、
本人を中心にした支援・活動における共通基
盤となる考え方として「権利擁護支援」を位
置付けた上で、権利擁護支援の地域連携ネッ
トワークの一層の充実などの成年後見制度利
用促進の取組をさらに進める。

13

第二期基本計画の基本的考え方

13



利用促進の取組は、権利擁護支援の地域連携ネットワークを通じて推進

されるべきもの。単に利用者の増加を目的とするのではなく、制度の利

用を必要とする人が、尊厳のある本人らしい生活を継続することができ

る体制の整備を目指すものである。

第二期基本計画における成年後見制度利用促進の考え方

14



権利擁護支援の地域連携ネットワークが目指すもの

15



意思決定支援への注目2



考えてみましょう

◆ 「幸せだなぁ」と感じる瞬間をいくつか、思い浮かべてみてください。

◆ すべてが、人に自慢できるような瞬間ですか？

◆ その瞬間は、子どもの頃から今まで、ずっと変わらず同じことでしたか？

保護

賢い選択しない権利
（愚行権）

エイジズムや社会か
らの排除の打開
「あなたのためだから」
「〇〇のくせに」

©ともすプロジェクト



わかりやすい世界人権宣言（谷川俊太郎訳）

第３条 安心して暮らす

ちいさな子どもから、おじいちゃん、おばあちゃんまで、わたしたちはみ
な自由に、安心して生きていける権利をもっています。

障害者権利条約

Nothing about us without us

わたしたちのことを、わたしたち抜きに決めないで

人権・権利について考える

©ともすプロジェクト

あんしんを守り

その人らしい暮らし、尊厳を護る



権利擁護ってなんだろう？

©ともすプロジェクト

権利侵害を受けていても、
自分の権利を護るため行動
を起こすことができない

権利があっても、その権利の
行使を一人ですることができ
ない

権利侵害・虐待の防止

意思決定支援
その人らしい生活を支
えるケア

権利擁護を必要とする人 権利擁護の支援の内容

権利擁護という言葉に様々な意味を含んでいます。

消極的権利擁護

積極的権利擁護



「後見人等への意思決定支援研修 私のことは私とともに決めてほしい」より



「後見人等への意思決定支援研修 私のことは私とともに決めてほしい」より



本人と支援者の本質的関係①

「後見人等への意思決定支援研修 私のことは私とともに決めてほしい」より



本人と支援者の本質的関係②

「後見人等への意思決定支援研修 私のことは私とともに決めてほしい」より



本人とともに課題解決を図る

「後見人等への意思決定支援研修 私のことは私とともに決めてほしい」より



「後見人等への意思決定支援研修 私のことは私とともに決めてほしい」より

支援によって本人の意思決定能力は変化する



インクルーシブと合理的配慮

厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」参考資料より



「LIFE」の掲載場所

◆ 「成年後見はやわかり」の「意思決定支援について総合的に学ぼう」のページに掲載。
◆ 中恵美さんの説明動画も公開中！

©ともすプロジェクト



3 「LIFE」で学ぼう意思決定支援



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より

































4 「あるある質問」から

意思決定支援の理解を深めよう



施設入所が決まっています。もう、意思決定支援は必要
ないですよね？

私たちは社会的意思決定にだけ関わるわけ
ではありません。日常生活における様々な
意思決定に関わっています。
そして、日常生活における小さな意思決定
の積み重ねが、大きな意思決定―医療にお
ける意思決定や施設入所における意思決定
などの社会的意思決定―の場面を支えてい
ます。

©ともすプロジェクト



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



ご本人に、何を問いかけても返答がありません。
これは、推定意思で方針決定していくことになりますよ
ね？

意思は、言葉だけで表現されるものではあ
りません。表情、目の動き等の観察をして、
意思を汲み取ることも大切です。
また、本人が意思を表すことをあきらめて
いることも考えられます。意思が表出しや
すい環境づくりも重要です。

©ともすプロジェクト



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



言っていることがコロコロ変わります。
どうやって意思を汲み取ったらいいですか？

したいことが変わること、前はやりたかっ
たことが嫌になったこと・・・誰もが経験
してきたことではないでしょうか？
ましてや、社会的意思決定の場面では今ま
で経験したことがないような事柄を決めよ
うとする場合があります。
気持ちが変わることは当たり前、という姿
勢で臨みましょう。

©ともすプロジェクト



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



どうしてそういう決定なのか、理解できないようなことを

言います。それでも意思を尊重すべきなのでしょうか？

支援者の価値観に合わない、理解できない
ような不合理な意思を表明したからといっ
て、「意思決定ができない人」と決めるつ
けることなく、関わりましょう。
「なぜそう思うのですか？」と、本人の真
意をさぐる意思の形成支援から始めること
も求められます。

©ともすプロジェクト



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



そんなの、実現できないよ！ということを言います。
その意思を尊重するわけにはいかないですよね？

「実現できないＡ」か「実現できそうな
Ｂ」かのどちらかを選択させることが意思
決定支援なのではありません。
本人が「Ａがいい」と表現していることの
真意、思いを受け止め、新たな「Ｃ」とい
う選択肢を、一緒に編み出していくという
ことも考えられるのです。

©ともすプロジェクト



厚生労働省「ご本人らしい生き方にたどりつく意思決定支援のために」より



厚生労働省「ご本人らしい生き方にたどりつく意思決定支援のために」より



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



私たちは時間に追われています。意思決定支援に時間
をかけることができません。

私たちが関わる期間だけで、意思決定支援
を完結させようと考える必要はありません。
次のチームとも連携して、本人の意思決定
支援を考えていきましょう。
今までの支援の経緯を、次のチームに伝え
ること、以前のチームから、今までの支援
の経過を聞くことも大切です。

©ともすプロジェクト



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



本人が「これ以上の治療を望まない」と言ったので、そ
の決定を尊重しました。
本当にこれでよかったのでしょうか？？

誰がどの時点で振り返るかによって、その意
思決定支援への評価が変わるという難しさが
あります。
「正解を選ぶことの支援」ととらえてしまう
のではなく、プロセスの支援と考えて、意思
決定支援のプロセスを振り返りましょう。
医療・ケアチームで、支援について考えてい
くことも大切です。

©ともすプロジェクト



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



私たちは意思を尊重した対応をしたいのに、関係者・
関係機関がわかってくれません。連携が難しいです。

立場の違いから考えが違うこともあります。
本人の示している意思が違っていることも
あります。
意思決定支援について、まったく学んだこ
ともない関係者・関係機関もあることで
しょう。
ガイドラインを伝える、原則を伝える、共
に学び取り組もうと、働きかけていきたい
ですね。
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厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



5 これからの権利擁護支援



申立人と本人との関係について
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◆申立人については、市区町村長が最も多く全体の約２３．６％を占め、次いで本人（約２２．
２％）、本人の子（約２０．０％）の順となっている。

◆市区町村長が申し立てたものは９，６０７件で、前年の９，２３１件（前年全体の約２３．
３％）に比べ、対前年比約４．１％の増加となっている。

裁判所公表資料「成年後見関係事件の概況―令和５年１月～１２月―」より



成年後見人等と本人との関係について①

©ともすプロジェクト

◆親族が成年後見人等に選任されたものは、全体の18.1％、親族以外が成年後見人等に
選任されたものは、全体の約８１．９％。

◆令和５年１月から１２月までに成年後見人等が選任された事件で、親族が成年後見人等
の候補者として各開始申立書に記載されていた事件の割合は、約２２．０％。

裁判所公表資料「成年後見関係事件の概況―令和５年１月～１２月―」より



成年後見人等と本人との関係について②親族以外の内訳
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裁判所公表資料「成年後見関係事件の概況―令和５年１月～１２月―」より



「成年後見制度」利用しやすく見直し検討へ小泉法相

2024年2月13日 13時18分 NHK
認知症などの人に代わって財産の管理などを行う「成年後見制度」について小泉法務大臣は、高齢化
の進展に伴い必要性が高まるとして、より利用しやすい制度への見直しを検討するよう、今週、法制審議
会に諮問することを明らかにしました。
「成年後見制度」は、認知症などで判断能力が十分でない人に代わって、弁護士や社会福祉士といっ
た第三者が財産などを管理する仕組みで、高齢化の進展に伴い必要性が高まるとみられています。

ただ、制度の利用を始めると原則、やめられないことや、後見人の交代ができずに利用者の状況に合わ
せた保護が受けられないことなどが課題となっています。
小泉法務大臣は、記者会見で「制度の利便性を考えた時に改善の余地があると考えられる。世の中の
変化に応じた制度になるよう議論してほしい」と述べ、より利用しやすい制度への見直しを検討するよう、
15日、法制審議会に諮問することを明らかにしました。

これを受けて法制審議会では、▽制度の利用期間を定めることや▽必要性がなくなれば終了できる仕
組み、それに▽利用者の状況にあわせて後見人を交代できる仕組みなどを検討することが想定されま
す。

また小泉大臣は、全文を手書きしなければならない遺言書の作成について、デジタル化も含め負担軽減
に必要な見直しを検討するよう諮問する考えを示しました。

法務大臣からの法制審議会への諮問

©ともすプロジェクト



２７.委員会は、以下を懸念する。
(a) 意思決定能力の評価に基づき、障害者、特に精神障害者、知的障害者の法的
能力の制限を許容すること、並びに、民法の下での意思決定を代行する制度を永
続することによって、障害者が法律の前にひとしく認められる権利を否定する法
規定。
(b) ２０２２年３月に閣議決定された、第二期成年後見制度利用促進基本計画。
(c) ２０１７年の障害福祉サービス等の提供に係る意思決定支援ガイドラインにお
ける「the best interest of a person（本人の最善の利益）」という言葉の使用。

２８.一般的意見第１号（２０１４年）法の前にひとしく認められることを想起し
つつ、委員会は、以下を締約国に勧告する。
⒜意思決定を代行する制度を廃止する観点から、全ての差別的な法規定及び政策
を廃止し、全ての障害者が、法の前にひとしく認められる権利を保障するために
民法を改正すること。
⒝必要としうる支援の段階や様式にかかわらず、全ての障害者の自主性、意思
及び選好を尊重する支援を受けて意思決定をする仕組みを設置すること。

障害者権利条約における日本への勧告の抜粋

©ともすプロジェクト

国連で使われている「代行」は、従来の福祉分野で使用してきた「使
者」の意味合いではなく、代理権を濫用して他者が本人の意思を無
視して決定することを指しています。



79

第一期計画推進時や第二期計画策定の際の声

©ともすプロジェクト

意思決定支援、身上保護を重視した後見活動というのは、

市民後見人の方々が実践していることだと感じます。

同じ地域で生活している生活者の視点をもって、

丁寧な後見活動により支えられることで、ご本人が

どんどん活き活きとするようになりましたよ！

担い手が足りないから市民後見なのではなく、市民後

見を基盤として成年後見を考えてみては？？



厚生労働省「LIFE 意思決定支援の基本を学ぶ―誰もが『私の人生の主人公は、私』」より



だれもが「私の人生の主人公は、私」と

思えるような地域を

つくっていきたい

ですね。
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